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社員育成を進めたいけれど、

研修の工数や効果測定に課題がある……

はじめに 01
そんなお悩みを抱えていませんか？

働き方の多様化やDX推進に伴い、

企業の人材育成においてeラーニングの活用が注目されています。

本資料では、eラーニングの具体的な活用ヒント7選と、

導入効果を最大化するための秘訣を分かりやすく解説します。



現代は時間や場所を選ばず、自分のペースで学べる環境が求められています。

企業研修においてもLMS（学習管理システム）を活用することで、個々のスキルや理解度に応じた

柔軟な教育が可能になります。 

なぜ今、eラーニングなのか？ 

時間や場所の制約を受けない学習環境の実現 

LMSによる教材配信や学習進捗の一元管理

02

教える側と学ぶ側の双方に大きなメリット

eラーニングは、これからの人材育成に不可欠なインフラとなっています。



eラーニングには、適切な運用設計を行うことで得られる強力なメリットがあります。

これらの特性を理解し、自社の課題解決にどう直結するかイメージしましょう。

eラーニング5つのメリット 03
いつでもどこでも

学習可能

学習効率の向上
・

地域格差の解消

大幅な

コスト削減

会場費や交通費、

講師代をカット

教育の

均一化

全国どこでも一律の

品質で教育を提供

個別最適化

された教育

習熟度別の対応や

繰り返し学習

管理と運用の

効率化

LMSで受講案内や

履歴取得を自動化



企業内での多様な教育ニーズに合わせたeラーニングの活用事例やサービスをご紹介します。

活用ヒント① 社内向け教育 04

事例の詳細を見る

全社員

コンプライアンスやDXなど

一斉教育を効率よく実施

新入社員

入社前学習により早期戦力化

と集合研修の質を向上

店舗・OJT

マニュアルをVR化し、店長の

教育時間を1/6に短縮

多拠点

接客ノウハウを全国展開し、

プログラム修了者が売上1位に

サービスの詳細を見る 事例の詳細を見る 事例の詳細を見る

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/25541/
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/el-knowledge/new-employee/
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/23504/
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/28348/


eラーニングは社内に留まらず、外部のビジネスパートナーやグローバル展開、個人のスキルアップにも

威力を発揮します。

活用ヒント② 社外・グローバル 05

事例の詳細を見る

社外向け

販売代理店への営業講習を

オンライン化し、長期間安定運用

グローバル

世界70ヵ国で教材を一元化し、

エンジニアを育成

語学学習

AI発音評価やフィードバック機能で

語学力を効率的に向上

事例の詳細を見る リスキリングについて

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/category/casestudy/?tag=corporatetraining
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/21206/
https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/25073/
https://www.digital-knowledge.co.jp/el-knowledge/reskilling/


eラーニングはあらゆる企業に有効ですが、

以下のような特徴を持つ企業ではより大きな導入効果が見込めます。 

導入効果が高い企業の特徴 

全国展開している

自律的な学びを促したい

06

研修効果を高めたい

学ばされる から 自ら学ぶ 仕組みへの転換が可能です。

多拠点への均質な教育提供と莫大なコストの削減

ゲーミフィケーション等で学習意欲を向上

LMSで進捗を可視化し、個別フォローを実施



成功に導く課題解決ポイント 07
導入にあたって直面しやすい課題も、適切なシステム選びと運用上の工夫によって解決できます。

コストと管理の手間

研修費用が高く、複数ツールを跨ぐ管理負担が大きい…

研修の最適化

LMSに統合して一元管理。eラーニングからOJTまで
カバーし、運用工数とコストを大幅にカットします。

教材作成の負担

学習意欲の維持

eラーニングでのインプットだけでは、実践力が身につかない…

基礎はWebで、実践は集合研修で行う「ハイブリッド
型」へ。学習履歴を統合し、研修効果を最大化します。

自社オリジナル教材を作る時間もノウハウがない…

既存のOffice資料の流用や、AIによる自動生成を活用。
各部署で簡単に作成でき、内製化が進みます。

受講者のモチベーションが続かず、途中離脱してしまう…

オープンバッジの付与や人事評価との連動を実施。
学習のステップと成果を可視化し、自律的な学びを
促進します。



次ページ：KnowledgeDeliverの特長へ

eラーニングは、コスト削減や運用効率化を実現する企業研修の新たなスタンダードです。

多種多様な用途で成果を上げる事例からもわかるように、自社に合った仕組みづくりが成功の鍵となります。

まとめ 08
自社でも導入を検討したい 、社内のeラーニング活用の改善点を教えてほしい など、

導入や運用改善に関するご要望・ご相談がございましたら、ぜひお気軽にお問い合わせください。



弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliver

KnowledgeDeliver （ナレッジデリバー） は、

教材作成、学習、運用管理の3つの機能を標準搭

載したeラーニング統合プラットフォームです。�

多彩な教材形式に対応し、マルチデバイスでの学

習をサポートします。

教材作成・学習・運用管理まで、これ1つでオンライン学習環境を整備

動画教材作成も、既存のOffice資料の教材化もWebベースで簡単

従業員一人一人の学習進捗・理解度・獲得スキルを明確管理

従業員がマイページで自身の学習進捗等を確認可能

社内eラーニングだけでなく、外部ウェビナーを含むあらゆる学習履歴

を一元管理

人事データベースや、タレントマネジメントシステムとの連携

次世代の学習証明「オープンバッジ」対応、獲得したスキルを世界標

準で見える化

ニーズに応じた柔軟なカスタマイズ開発

KnowledgeDeliverの特長

09



弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliverが選ばれ続ける9つの安心

ご要望に合わせたカスタマイズ

人事連携や独自機能など柔軟な

開発が可能。

これ１つで完結

教材作成・学習・管理の必須機

能を標準搭載。

3,000以上の導入実績

企業や学校など圧倒的実績。

専門スタッフが伴走。

年4回以上のバージョンアップ

最新トレンドに合わせ、年4回

の新機能追加を実施。

選べる導入形態

クラウドからオンプレまで要件

に合わせて選択可能。

大規模運用にも対応

数万人規模のアクセスにも耐え

うる強固なサーバー。

安心の運用サポート

導入後も電話やメールで手厚く

フォローします。

万全のセキュリティ対策

脆弱性対策など、高いセキュリ

ティ基準をクリア。

多言語対応

英語や中国語にも対応。

グローバル人材育成に。

10



お電話でのご相談

導入のご相談：050-3628-9240

その他お問い合わせ：03-5846-2131

最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。

eラーニングの導入や、効果測定に関するお悩みは、ぜひお気軽にご相談ください。

お問い合わせ・ご相談はこちらまで

お問い合わせフォーム

https://www.digital-knowledge.co.jp/
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